
九州龍谷短期大学
教学IRを担当する組織・部局の概要



・名称：IR委員会

・目的：この委員会は九州龍谷短期大学（以下「本学」という。）
の教育目標を達成するため、本学の教育及び学生支援に関する
様々な情報の統合的分析と情報提供・助言等を行い（この活動
をインスティチューショナル・リサーチ（ＩＲ）といい、その
ための組織機関をＩＲ委員会という。以下「本委員会」とい
う。）、本学の教育活動の充実発展に寄与することを目的とす
る。

「九州龍谷短期大学IR委員会規定 第１条」より

組織の名称及び目的



九州龍谷短期大学 組織図



(１) 入試選抜に関する情報収集、分析及び入学生受け入れ方針への
提言に関すること。

(２) 教学に関する情報収集、分析及び教育方針への提言に関すること。

(３) 学生生活に関する情報収集、分析及び学生生活支援への提言に関すること。

(４) 在学生及び卒業生の進路に関する情報収集、分析及び就職支援への提言に関
すること。

(５) その他本委員会の目的を達成するために必要と認められる事項に関すること。

IR委員会の業務

「九州龍谷短期大学IR委員会規定 第2条」より



入学前・入学直後 在学中 卒業時・卒業後

機関レベル

【直接的指標】
・入試選抜試験結果
【間接的指標】
・調査書等の記載内容
・進路希望調査

【直接的指標】
・退学率、休学率
【間接的指標】
・学生生活満足度調査

【直接的指標】
・就職率
【間接的指標】
・卒業時満足度調査
・卒業生アンケート調
査
・就職先アンケート調
査
・達成度調査

教育課程レベル

【直接的指標】
・修得単位数
・GPA
【間接的指標】
・学生生活満足度調査
・学修行動調査
・ジェネリック・スキ
ル調査
・学修ポートフォリオ

【直接的指標】
・学位授与数
・免許及び資格取得率
・GPA
【間接的指標】
・卒業時満足度調査
・卒業生アンケート調
査
・就職先アンケート調
査
・達成度調査

科目レベル

【直接的指標】
・成績評価
・パフォーマンス評価
【間接的指標】
・授業評価アンケート
調査
・学修ポートフォリオ

九州龍谷短期大学のアセスメントポリシー

3 学修成果の具体的指標1 目的
九州龍谷短期大学では、建学の精神に基づいた人材養成の基礎と
なる教育を改善し、教育の質を向上させるため、三つのポリシー
（DP、CP及びAP）に基づき、機関レベル（短期大学）、教育課
程レベル（学科）及び科目レベル（授業）の3段階で、直接的・
間接的指標を用いて、学生の学修成果を評価する。
（1）機関レベル（短期大学全体）
学生の卒業率、資格及び免許等各学科の専門性を活かした専門領
域への就職率及び進学率などの直接的指標と、学生の進路希望調
査、学生生活満足度調査などの間接的指標も用いて、三つのポリ
シーに基づいた学生の学修成果の達成状況を検証する。
（2）教育課程レベル（学科）
各学科の教育課程における資格及び免許の取得状況、卒業要件達
成状況等の直接的指標と、学修行動調査や学修ポートフォリオ等
の間接的指標を用いて、三つのポリシーに基づいた学生の学修成
果の達成状況を検証する。
（3）科目レベル（授業）
シラバスで提示された学修目標に対する評価（成績評価）等の直
接的指標と、授業評価アンケート調査等の間接的指標を用いて、
三つのポリシー及びカリキュラム・ツリーに基づいた学生の学修
成果の達成状況を検証する。

2 実施部署
アセスメント・ポリシーに基づいた学修成果の評価は、教学マネ
ジメント会議統括の下、教務委員会が実施する。



• 履修者数まとめ
• 資格取得状況
• コース・学修成果別 GP平均
• 科目別 GP平均
• 卒業生アンケート結果
• 学位取得状況
• GPA分布状況
• GPA平均一覧表

実施している教学IRの主な内容（情報収集の例）

• 成績評価分布
• 学修時間調査結果
（授業評価ア ンケート結果） 
• 就職先（企業・園）アンケート結果
• 学修成果に関するアンケート結果
• 就職状況
• 出身高校偏差値、評定平均 等



・自宅学習が1時間未満の学生と
1時間以上の学生において有意な
差がみられた。
・学習時間の短い学生は授業を
わかりづらいと認識している割
合が高い。

→教員は学生が理解しやすい授
業内容を意識する必要がある。
また、授業の中で困っている学
生が一定数いる認識を持って授
業する必要がある。
・しかしながら、高校時代まで
の家庭学習の経験のなさ(高校時
点で1時間未満の学生は36％)であ
ることや、基礎学力などの問題
もありアドバイザー中心に面談
の際にサポートする必要がある。

教学IRの活用実績例（学生の時間外学習と授業についてのわかりやすさの比較）



• GPAと「専門的な知識や技能」「全般的な一般教養」「社会人基礎
力」「具体的な一般教養」の関連においては、「一般教養総得点」
「文章表現の能力」「数理的な能力」との間に正の相関がみられた。
• 多くの科目の成績評価で使用されている、レポートや筆記試験に
関わる文章力や論理的思考の側面が、GPAと関連していると考えられ
る。
• 教養科目、専門科目、演習、実習等のGPの平均値などそれぞれに
対応した数値での検討を今後行う必要がある。
• しかしながら、文章表現力や数理的な能力が多くの科目で求めら
れていることを考えた場合、基礎学力の低い学生の底上げを図るため
のプログラムや初年時教育の検討が必要であると考えられた。

基礎学力向上プログラムの開始（2022年）

教育改善等の事例



在学生アンケートにおける授業時間外学習の時間と授業の理解度
との関連

就職先アンケートの結果による本学のカリキュラム編成の検討

卒業時調査における学修成果とGPAとの関連

等

教学マネジメント会議に提出し、次年度のカリキュラム編成や教
養教育に関する検討に用いられている。

点検・評価へのIR情報の活用実績
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